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①症例登録

《改修後》

《改修前》
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00000000A A
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入力者しか閲覧・出力
できないように改修

入力者以外の閲覧画面

18

「患者識別コード」欄への
カルテID入力が可能になります
※プロトコールも改訂します
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※ 1ページ目のEDC改修に伴いID/PWを再発行します。

ID/PWは事務局で発行し術者へお知らせしていました。

事務局側で患者様の個人情報の閲覧ができなくなるようにするため、
倉敷中央病院のCTOレジストリーに関わっていないスタッフより
ID/PWをご連絡致します。

改修後は新しいID/PWで改めてログインをお願いいたします。

《改修前》

《改修後》
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②症例一覧

手技UIDと患者識別コード、
イニシャル等の対応表の
表示ができるようになります
※術者アカウントのみ可能

施設絞り込み検索の後、
「対応表表示」すれば、
自施設あるいは、特定の施設
の対応表が作成できます

術者以外が、患者さんを特定することが
難しくなるため、術者への問い合わせが
増える可能性があります。



通過した追加

《改修後》

《改修内容》
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③手技情報



《改修内容》

《改修後》 「Retrograde access route の通過」が「不成功」の場合、
「retrograde手技に使用したretrograde access route」をグレーアウトにする。

項目名：「retrograde手技に使用したretrograde access route」に変更

削除
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④手技情報



technical success

コアラボ解析による「手技成功」を
「technical success」とし、
術者の結果と総合した
「手技成功（総合）」を追加する。

《改修後》

コアラボがtechnical successの
「成功」「不成功」「解析不能」
を入力すると、手技成功に自動的

に反映される
↓

PCI合併症により術者が「不成功」
としている場合は、

データクリーニングの際に
手動で「不成功」に修正

インフォメーションを追加：technical success 「成功」でも、
PCI合併症で術者が「不成功」としている場合「不成功」とする

削除

（総合）
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…

⑤手技結果
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⑥1ヶ月後FU ◆ 血清Cre測定日について
現行：術後30日以降の日付は入力不可

↓
改修後：術後30日+30日までは入力可能とする

⑦年次FU ◆ 血清Cre測定日について
現行：術後X年後以降の日付は入力不可

↓
改修後：術後X年後+30日までは入力可能とする

◆ 中止日までのFU内容の入力
現行：術後X年の途中で中止された場合、

術後X年後FUのページにX年以内のFU実施日の入力不可
↓

改修後：術後X年後FUのページに中止日を入力して確定可能とする


